
 

 

四国電力株式会社伊方発電所第３号機の 

電気事業法に基づく工事の計画の申請について 

 

 

１．申請者及び申請年月日等 

申請者：四国電力株式会社 取締役社長 社長執行役員 長井 啓介 

申請年月日等： 

令和３年６月１８日（原子力発第２１０１３号） 

 

２．発電用原子炉を設置する工場又は事業所の名称及び所在地 

名称：伊方発電所 

位置：愛媛県西宇和郡伊方町 

 

３．発電用原子炉施設の出力及び周波数 

出 力：   ８９０，０００ｋＷ 

第３号機： ８９０，０００ｋＷ（今回申請分） 

周波数：        ６０Ｈｚ 

 

４．申請範囲 

（一）原子炉設備 

４ 燃料設備 

加圧水型原子力発電設備に係るものにあっては、次の事項 

４.３ 使用済燃料貯蔵設備に係る次の事項 

（５）使用済燃料貯蔵用容器の名称、種類、容量、最高使用圧力、最高使用温

度、主要寸法、材料及び個数並びに放射線遮へい材の種類、主要寸法、

冷却方法及び材料 

４.６ 燃料設備の適用基準及び適用規格 

 

５．工事の計画の内容 

種類：発電設備の設置の工事以外の変更の工事 

内容：使用済燃料乾式貯蔵施設の設置 

 

６．申請の理由  

使用済燃料の貯蔵裕度を確保するため、使用済燃料乾式貯蔵施設を設置する。使用

済燃料乾式貯蔵施設のうち、本工事計画において、使用済燃料貯蔵用容器として使用

済燃料乾式貯蔵容器を設置する。 
なお、使用済燃料乾式貯蔵施設の使用済燃料乾式貯蔵容器蓋間圧力計及び補助遮へ

いの設置に係る工事計画については、別途、原子力発第２１０１４号にて届出を実施

する。 
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（審査の概要） 

 

１．審査意見 

電気事業法第４７条第３項の規定の適用については、原子力規制委員会で確認すべ

き同項第１号に掲げる要件（同法第３９条第２項第１号に掲げる事項に係る部分であ

って原子炉等規制法第４３条の３の１４の技術上の基準に該当する部分に限る。）に対

して、電気事業法第１１２条の３第１項の規定により、適合しているものとみなされ

る。 

 

 


